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亜鉛板とスラグリード SRの付着特性について 

 

亜鉛金属板上に 亜硝酸カルシウム＋ポリマー＋高炉セメントの塗料を塗布した。 

塗布層をカッターで剥離（一部残った状態） 

薄膜Ｘ線回折分析により以下のＸＲＤパターンを得た。 

解析により以下の物質に同定できる。 

亜鉛 Zn 

炭酸カルシウム CaCO3 

カルシウム亜鉛酸化物(Ca0.6Zn0.4)O 

カルシウム亜鉛水酸化物 2水和物 CaZn2(OH)6 2(H2O) 

 

結論：亜鉛 Zn とセメント由来の炭酸カルシウム CaCO3以外に、カルシウムと亜鉛の複合

水酸化物 CaZn2(OH)6 2(H2O)が形成されていることを確認した。その他に複合酸化物

(Ca0.6Zn0.4)Oも確認された。 

この生成物が原因かは不明であるが、塗布膜はしっかり固着しており剥離が難しかった。 

また、亜鉛酸化物は確認されておらず、単純酸化は進行しにくい条件と考えられる。     
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測定データ:Zn-53マク/Data 1
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図１ 塗布膜剥離後の亜鉛板 








